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【昨日の市況概要】 公示仲値 108.73

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 108.68 1.1074 120.35 1.2817 0.6755
SYD-NY High 108.94 1.1140 121.33 1.2988 0.6833
SYD-NY Low 108.46 1.1066 120.35 1.2748 0.6753
NY 5:00 PM 108.66 1.1126 120.85 1.2892 0.6827
NY DOW 27,025.88 23.90 日本2年債 -0.2500 2.00bp        
NASDAQ 8,156.85 32.67 日本10年債 -0.1600 0.00bp        
S&P 2,997.95 8.26 米国2年債 1.5959 0.73bp        

日経平均 22,451.86 ▲ 21.06 米国5年債 1.5732 0.66bp        
TOPIX 1,624.16 ▲ 7.35 米国10年債 1.7492 0.53bp        

ｼｶｺﾞ日経先物 22,540 0 独10年債 -0.4100 ▲2.15bp     
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,182.32 14.37 英10年債 0.6750 ▲3.90bp     
DAX 12,654.95 ▲ 15.16 豪10年債 1.0680 2.90bp        

ﾊﾝｾﾝ指数 26,848.49 184.21 USDJPY 1M Vol 5.80 ▲0.10%
上海総合 2,977.33 ▲ 1.38 USDJPY 3M Vol 5.98 ▲0.13% 　
NY金 1,498.30 4.30 USDJPY 6M Vol 6.38 ▲0.08%
WTI 53.93 0.57 USDJPY 1M 25RR -1.04 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 175.53 0.56 EURJPY 3M Vol 6.66 0.04%
ドルインデックス 97.61 ▲ 0.39 EURJPY 6M Vol 6.96 0.02%

【マーケット・インプレッション】 FRBによるT-bill購入

　

担当：玉井・玉井 TEL:03-3242-7070 FAX:03-3211-5825 LDN 00531-444-179 NY 00531-113-682

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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中国財務省報道官が米中の最終的なｺﾞｰﾙはできるだけ早く貿易戦争を終結し、すべての追加関税を撤廃することと話し
たことや、英国とEUが離脱交渉で合意に達したとの報道を受け、ﾎﾟﾝﾄﾞ円が急伸する動きに、ﾄﾞﾙ円は15日に付けた高値
108.90を抜け、108.94まで上昇し、108.75ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方は、米9月住宅着工件数、並びに10月ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ連銀景
況指数が予想を下回り、108.63まで下落するが、住宅着工件数の前回分が上方修正されたこと等から108.77まで戻す。
続いて発表の米鉱工業生産は前回分は上方修正されたが、9月分が予想以上に悪化し、英DUPの反対から、今週土曜の
英議会での採決も可決には至らないとの見方から、ﾎﾟﾝﾄﾞ円が反落する動きもあり、ﾄﾞﾙ円も上値を重くする。その後はﾄﾞﾙ
売りが優勢となる中、108.46まで下落する。午後はﾍﾟﾝｽ副大統領がﾄﾙｺはｼﾘｱでの休戦に合意と発表したこともあり、
108.68まで戻し、108.66ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。一方、ﾕｰﾛﾄﾞﾙは英国のEUとのﾌﾞﾚｸﾞｼﾞｯﾄ合意報道を受け海外市場で1.1140ま
で戻し、1.1117ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方は、土曜の英議会の採決に対する懐疑的な見方から、ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙが下落する動きに
ﾕｰﾛﾄﾞﾙも1.1102まで下落する。その後は土曜の結果を見極めたいとの見方から、狭いﾚﾝｼﾞでの推移が続き、1.1126ﾚﾍﾞﾙ
でｸﾛｰｽﾞした。(NY井上)
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東京時間のﾄﾞﾙ円は108.68ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。新規材料に欠ける中、108円台後半で狭いﾚﾝｼﾞでの推移となった。午前の取引
で一時108.83まで上昇したものの、買い一巡後は伸び悩み、結局108.76ﾚﾍﾞﾙで海外時間に渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､108.76ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡ﾌﾞﾚｸﾞｼﾞｯﾄを巡るｲﾍﾞﾝﾄﾘｽｸから､欧州通貨に注目が集まる中､ﾄﾞﾙ円は方向感乏
しい展開｡離脱草案合意の報道から108.94まで買われるも､上値は限定的｡108.75ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは､1.2758
ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡序盤､英保守党政権を閣外協力で支えるDUPが北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞと英国本土の間で税関検査が発生すること等を
理由に､ﾎﾞﾘｽ案へ反対するとの思惑が浮上｡さらに首相官邸が､当日､英首相がDUPと会談する予定は無いと伝えたこと
で､19日の採決でのDUPの協力は得られないとの見方が広がると､1.27台中盤を上値重く推移｡その後､離脱合意の草案
について､ﾊﾞﾙﾆｴ首席交渉官から｢ほぼ完了した｣と伝わり､さらにﾕﾝｹﾙ欧州委員長が正式に合意したと発言したことから､
1.2988まで急反発｡引けにかけては､DUPが19日の採決で反対票を投じることを表明したことから､小緩み1.2850ﾚﾍﾞﾙで
NYに渡った｡(ﾛﾝﾄﾞﾝﾄｰﾙﾌﾘｰ 00531 444 179 山本)

【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

10月17日 09:30 豪 雇用者数変化/失業率 9月 14.7k/5.2% 15k/5.3%
17:30 英 小売売上高（除く自動車燃料・前月比/前年比） 9月 0.2%/3.0% -0.1%/2.9%
21:30 米 住宅着工件数/建設許可件数 9月 1,256k/1,387k 1,320k/1,350k
21:30 米 フィラデルフィア連銀景況指数 10月 5.6 7.6
21:30 米 新規失業保険申請件数 - 214k 215k
22:15 米 鉱工業生産（前月比） 9月 -0.4% -0.2%

【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回

10月18日 08:30 日 CPI/コアCPI/コアコアCPI（前年比） 9月 0.2%/0.3%/0.5% 0.3%/0.5%/0.6%
11:00 中 小売売上高/固定資産投資/鉱工業生産（年初来前年比） 9月 8.1%/5.5%/5.5% 8.2%/5.5%/5.6%
11:00 中 GDP(前期比/前年比） 3Q 1.5%/6.2% 1.6%/6.3%
22:00 米 カプラン・ダラス連銀総裁　講演 - - -
23:05 米 ジョージ・カンザスシティー連銀総裁　講演 - - -

10月19日 00:30 米 クラリダFRB副議長　講演 - - -
02:45 英 カーニー　英中銀総裁　講演 - - -

先週金曜日、FRBは短期金融市場の安定化を目的として月額600億ドルの米財務省短期証券（T-bill）の購入を開
始、少なくとも20年第二四半期まで行うことを発表し、15日に実際に買取が行われた。発端は9月17日に翌日物レ
ポ金利が一時10%まで急騰したこと。要因としては四半期の法人税支払いや、原油価格急騰による証拠金支払い、
国債の決済等が重なったことにより短期のドル資金需要が急騰したことと言われている。しかし根本的な背景には
FRBがバランスシートを縮小してきたこと、2015年以降銀行の預金準備金が大きく減少する中で、金融規制により
準備預金に対する需要が高いこと等が考えられる。これまでFRBはIOER（超過準備預金金利）の引き下げにより対
応してきたが、9月の短期金利急騰の際はNY連銀が10年ぶりとなる国債買い入れオペを実施、541.5億ドルの買入
により、市場をいったん落ち着かせた。しかしながら、これだけでは市場は落ち着かず、その後も買い入れを続け
ている状況であり今回の発表に至った。FRBによるT-bill購入発表を受けて、市場ではドル放出が進みドル円ベーシ
スは大きく縮小（フォワードは縮小）した。ただ、足元は実需のフローで戻している状況である。今回のT-bill購入に
ついてパウエル議長はあくまでも技術的措置であり量的緩和ではないことを強調した。実際、一部で利付け債の購
入期待等もあったが、T-billの購入のみに留まっており量的緩和とは違うことが伺える。FRBの意図は市場にも伝
わっておりドル安要因とはなっていないようである。一方、ドル円相場は米中貿易協議の進展期待、更には昨夜の
ブレクジット合意報道ででリスクセンチメントが改善している状況だが、それでも109円の壁は厚く超えられていない。
市場も交錯する報道に疑心暗鬼になっているのかもしれない。これだけイベントを通過してもドル円の動きは引き
続き小さいことを考えると、たまには金利市場に目を向けても良さそうだ。（玉井）
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